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(57)【要約】
　コンピュータシステムアセンブリは、基板と、基板に
載置される第１ボードとを含む。フレキシブルケーブル
は、第１ボードに固定される。コンピュータシステムア
センブリはさらに、基板上に載置される第２ボードを含
む。第２ボードは、ＦＰＣコネクタを含む。ＦＰＣコネ
クタは、フレキシブルケーブルがチャネルに配置され得
、ＦＰＣコネクタの本体を通して完全に引っ張られ得る
ように本体を通して延在するチャネルを有する本体を含
む。ＦＰＣコネクタはさらに、一度フレキシブルケーブ
ルがＦＰＣコネクタを通して引っ張られると、チャネル
の内部にフレキシブルケーブルを固定するラッチ機構を
含む。第１ボードおよび第２ボードは、第１ボードおよ
び第２ボードの少なくとも１つが基板上に載置される前
にフレックスケーブルがＦＰＣコネクタを通して引っ張
られるにつれて、より近接して共に移動する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＦＰＣコネクタであって、
　チャネルを含む本体であって、前記チャネルは、フレキシブルケーブルがチャネルに配
置され得、前記ＦＰＣコネクタの本体を通して完全に引っ張られ得るように、前記本体を
通して延在する、本体と、
　一度前記フレキシブルケーブルが前記ＦＰＣコネクタを通して引っ張られると、前記チ
ャネルの内部に前記フレキシブルケーブルを固定するラッチ機構と
　を備えるＦＰＣコネクタ。
【請求項２】
　前記チャネルは、長方形の形状をした開口部である、請求項１に記載のＦＰＣコネクタ
。
【請求項３】
　前記ラッチ機構は、前記フレキシブルケーブルを固定する回転部材を含む、請求項１ま
たは２に記載のＦＰＣコネクタ。
【請求項４】
　前記ラッチ機構は、前記チャネルの内部に配置されたフレキシブルケーブルに圧縮力を
加える、請求項１から３のいずれか一項に記載のＦＰＣコネクタ。
【請求項５】
　電子アセンブリであって、
　第１ボードの内部にフレキシブルケーブルを含む第１ボードと、ＦＰＣコネクタを含む
第２ボードとを備え、
　前記ＦＰＣコネクタは、チャネルを含む本体であって、前記チャネルは、前記フレキシ
ブルケーブルがチャネルに配置され得、前記ＦＰＣコネクタの前記本体を通して完全に引
っ張られ得るように、前記本体を通して延在する、本体とを含み、
　前記ＦＰＣコネクタはさらに、一度前記フレキシブルケーブルが、前記第１ボードと前
記第２ボードとを互いに引き寄せるべく、前記ＦＰＣコネクタを通して引っ張られると、
前記チャネルの内部に前記フレキシブルケーブルを固定するラッチ機構を含む、
　電子アセンブリ。
【請求項６】
　前記第１ボードは、Ｉ／Ｏボードである、請求項５に記載の電子アセンブリ。
【請求項７】
　前記第２ボードは、ＤＣＡ電子パッケージである、請求項５または６に記載の電子アセ
ンブリ。
【請求項８】
　前記チャネルは、長方形の形状をした開口部であり、前記ラッチ機構は、前記フレキシ
ブルケーブルを固定する回転部材を含む、請求項５から７のいずれか一項に記載の電子ア
センブリ。
【請求項９】
　前記ラッチ機構は、前記ラッチ機構が、前記チャネルの内部に配置された前記フレキシ
ブルケーブルを固定する場合に、前記フレキシブルケーブルに圧縮力を加える、請求項５
から８のいずれか一項に記載の電子アセンブリ。
【請求項１０】
　前記第１ボードおよび前記第２ボードは、前記フレキシブルケーブルがＦＰＣコネクタ
を通して引っ張られるにつれて、より近接して共に移動する、請求項５から９のいずれか
一項に記載の電子アセンブリ。
【請求項１１】
　電子アセンブリであって、
　第１ＦＰＣコネクタを含む第１ボードと、
　前記第１ＦＰＣコネクタの内部に固定されるフレキシブルケーブルと、
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　第２ＦＰＣコネクタを含む第２ボードとを備え、
　前記第２ＦＰＣコネクタは、チャネルを含む本体であって、前記チャネルは、前記フレ
キシブルケーブルがチャネルに配置され得、前記第２ＦＰＣコネクタの前記本体を通して
完全に引っ張られ得るように、前記本体を通して延在する、本体とを含み、
　前記第２ＦＰＣコネクタはさらに、一度前記フレキシブルケーブルが、前記第２ＦＰＣ
コネクタを通して引っ張られると、前記チャネルの内部に前記フレキシブルケーブルを固
定するラッチ機構を含む、
　電子アセンブリ。
【請求項１２】
　前記第１ボードは、Ｉ／Ｏボードである、請求項１１に記載の電子アセンブリ。
【請求項１３】
　前記第１ボードは、ＤＣＡ電子パッケージである、請求項１１または１２に記載の電子
アセンブリ。
【請求項１４】
　前記チャネルは、長方形の形状をした開口部であり、前記ラッチ機構は、前記フレキシ
ブルケーブルを固定する回転部材を含む、請求項１１から１３のいずれか一項に記載の電
子アセンブリ。
【請求項１５】
　前記ラッチ機構は、前記ラッチ機構が前記チャネルの内部に配置される前記フレキシブ
ルケーブルを固定する場合に、前記フレキシブルケーブルに圧縮力を加える、請求項１１
から１４のいずれか一項に記載の電子アセンブリ。
【請求項１６】
　前記フレキシブルケーブルが前記第２ＦＰＣコネクタを通して引っ張られるにつれて、
前記第１ボードおよび前記第２ボードがより近接して共に移動する、請求項１１から１５
のいずれか一項に記載の電子アセンブリ。
【請求項１７】
　前記第１ボードは、前記第１ＦＰＣコネクタが前記第１ボードの上面に載置されるよう
に前記上面を含み、前記第２ボードは、前記第２ＦＰＣコネクタが前記第２ボードの上面
に載置されるように前記上面を含む、請求項１１から１６のいずれか一項に記載の電子ア
センブリ。
【請求項１８】
　コンピュータシステムアセンブリであって、
　基板と、
　前記基板上に載置される第１ボードと、
　前記第１ボードに固定されるフレキシブルケーブルと、
　前記基板に載置される第２ボードとを備え、
　前記第２ボードはＦＰＣコネクタを有し、前記ＦＰＣコネクタは、チャネルを含む本体
であって、前記チャネルは、前記フレキシブルケーブルがチャネルに配置され得、前記Ｆ
ＰＣコネクタの前記本体を通して完全に引っ張られ得るように、前記本体を通して延在す
る、本体とを含み、
　前記ＦＰＣコネクタはさらに、一度前記フレキシブルケーブルが、前記ＦＰＣコネクタ
を通して引っ張られると、前記チャネルの内部に前記フレキシブルケーブルを固定するラ
ッチ機構を含み、
　前記第１ボードおよび前記第２ボードは、前記第１ボードおよび前記第２ボードの少な
くとも１つが前記基板に載置される前に前記フレキシブルケーブルが前記ＦＰＣコネクタ
を通して引っ張られるにつれて、より近接して共に移動する、
　コンピュータシステムアセンブリ。
【請求項１９】
　前記第１ボードは、Ｉ／Ｏボードであり、前記第２ボードは、ＤＣＡ電子パッケージで
ある、請求項１８に記載のコンピュータシステムアセンブリ。
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【請求項２０】
　前記基板上に載置されるバッテリをさらに備える、請求項１８または１９に記載のコン
ピュータシステムアセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　図１に示されるように、複数のフレックスケーブル１は典型的には、直接チップ取り付
け（ＤＣＡ）電子パッケージ２とＩＯボード３との間の電気接続を形成するために使用さ
れる。比較的短いフレックスケーブル１の使用は、２つの主要な理由により望ましい。
【０００２】
　１つの理由は、システムバッテリ寿命を最大化することである。ＤＣＡ電子パッケージ
２およびＩＯボード３は、並んでいることが必要とされる。ＤＣＡ電子パッケージ２およ
びＩＯボード３が遠く離れるほど、より大きい空間が下地基板４（例えば、マザーボード
）上に必要とされる。より大きい空間が下地基板４上に必要とされるにつれて（例えば、
図１および図２の寸法Ｘ参照）、バッテリ５に対して残される空間がより小さくなる。従
って、バッテリ５は、減少された空間に適応させるべくより小さくされなければならず、
より大きいバッテリを用いた場合と比べてバッテリ寿命が短くなる。
【０００３】
　比較的短いフレックスケーブル１を使用する別の理由は、より良い信号品位の性能のた
めである。フレックスケーブル１は、フレックスケーブル１が高速信号を適切に伝えるた
めの最大許容長が、通常存在するような、比較的高い信号損失ケーブルである。
【０００４】
　しかしながら、フレックスケーブルを短くするという要求は、システムアセンブリを非
常に困難にする。フレキシブルプリント回路（以下、ＦＰＣ）コネクタ６と組み合わせて
短いフレックスケーブル（例えば、およそ１０ｍｍ以下）を使用することは、歴史的に大
量生産（ＨＶＭ）に有用ではなかったほど困難である。さらに、多くの従来のフレックス
ケーブル１は、信号品位の要求を満たすべく、３つ（またはそれ以上）の層を含む必要が
ある。一例として、多くの従来のフレックスケーブル１は、フレックスケーブル１の層を
通過する信号のためのストラップライン設計を可能にすべく、複数の層を必要とする。フ
レックスケーブル１により多くの層を追加することは、より多くの層を追加することがシ
ステムアセンブリ中の曲げに対してフレックスケーブル１の柔軟性を低下させるものでは
ないので、システムアセンブリをより一層問題のあるものにする場合がある。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１】従来技術のコンピュータシステムアセンブリを示す上面図である。
【０００６】
【図２】図１に示される従来技術のコンピュータアセンブリの側面図である。
【０００７】
【図３】従来技術のＦＰＣコネクタの側面図を示す。
【０００８】
【図４】例示的なＦＰＣコネクタの側面図を示す。
【０００９】
【図５】ＦＰＣコネクタのラッチが開いて、フレックスケーブルがＦＰＣコネクタ中に挿
入された状態の図３に示される従来技術のＦＰＣコネクタの側面図を示す。
【００１０】
【図６】ＦＰＣコネクタのラッチが開いて、フレックスケーブルがＦＰＣコネクタを介し
て挿入された状態の図４に示されるＦＰＣコネクタの側面図を示す。
【００１１】
【図７】ＦＰＣコネクタのラッチが閉じられて、フレックスケーブルがＦＰＣコネクタ中
に挿入された状態の図３および図５に示される従来技術のＦＰＣコネクタの側面図を示す
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。
【００１２】
【図８】ＦＰＣコネクタのラッチが閉じられて、フレックスケーブルがＦＰＣコネクタを
介して挿入された状態の図４および図６に示されるＦＰＣコネクタの側面図を示す。
【００１３】
【図９】１つのボードからのフレックスケーブルが第２ボード上のＦＰＣコネクタ中にち
ょうど挿入されている例示的な部分電子アセンブリの側面図を示す。
【００１４】
【図１０】フレックスケーブルが第２ボード上でＦＰＣコネクタを通して部分的に引っ張
られている図９の例示的な部分電子アセンブリの側面図を示す。
【００１５】
【図１１】フレックスケーブルが第２ボード上でＦＰＣコネクタを通して十分に引っ張ら
れた図９および図１０の例示的な部分電子アセンブリの側面図を示す。
【００１６】
【図１２】１つのボードからのフレックスケーブルが第２ボード上のＦＰＣコネクタ中に
ちょうど挿入されている別の例示的な部分電子アセンブリの側面図を示す。
【００１７】
【図１３】フレックスケーブルが第２ボード上でＦＰＣコネクタを通して部分的に引っ張
られている図１２の例示的な部分電子アセンブリの側面図を示す。
【００１８】
【図１４】フレックスケーブルが第２ボード上でＦＰＣコネクタを通して十分に引っ張ら
れている図１２および図１３の例示的な部分電子アセンブリの側面図を示す。
【００１９】
【図１５】例示的なコンピュータシステムアセンブリを示す上面図である。
【００２０】
【図１６】本明細書で説明される電子アセンブリおよび／またはＦＰＣコネクタを含む電
子装置のブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下の説明および図面は、当業者が実施形態を実施するのを可能とするように、具体的
な実施形態について十分図示している。他の実施形態が、構造的変更、論理的変更、電気
的変更、プロセス変更、および他の変更を組み込んでもよい。いくつかの実施形態の部分
および特徴が、他の実施形態の部分および特徴に含まれてよく、またはそれらで代用され
てもよい。特許請求の範囲に記載された実施形態は、それらの特許請求の範囲のすべての
利用可能な均等物を包含する。
【００２２】
　本願で用いられるような、「横」（水平）などの向きを表す用語は、ウェハまたは基板
の向きに関わらず、ウェハまたは基板の従来の平面または表面に平行な平面に対して定義
される。「縦」（垂直）という用語は、上に定義したような「横」に対し垂直な方向を指
す。「上」、「側」（「側壁」などにおけるような）、「高方」、「下方」、「上方」、
および「下」などの前置詞は、ウェハまたは基板の向きに関わらず、ウェハまたは基板の
上面にある従来の平面または表面に対して定義される。
【００２３】
　本明細書で説明されている例示的なＦＰＣコネクタは、フォームファクタの小さい電子
アセンブリにおける信号品位の質のために短い（例えば、１０～１５ｍｍ）フレックスケ
ーブルを利用することに関連付けられる課題のいくつかを軽減し得る。本明細書に説明さ
れる例示的なＦＰＣコネクタは、ＦＰＣコネクタ中に挿入されるフレックスケーブルがＦ
ＰＣコネクタの背面からＦＰＣコネクタを通して引っ張られ得るように構成される。
【００２４】
　フレックスケーブルは、フレックスケーブルによって互いに電気的に接続された２つの
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ボードが互いに非常に近接して配置され得るまで（例えば、図１１、図１４、図１５の寸
法Ｙ参照）、ＦＰＣコネクタを通して（例えば、ＦＰＣコネクタの背面から）引っ張られ
得る。フレックスケーブルによって互いに電気的に接続される２つのボードを互いにより
近接して配置することにより、（ｉ）２つのボード間の信号品位を改善し得、および／ま
たは（ｉｉ）２つの隣接するボードを利用する電子アセンブリのためにより小さいフォー
ムファクタを達成し得る。
【００２５】
　図３は、従来技術のＦＰＣコネクタ６の側面図を示す。図５は、ＦＰＣコネクタ６のラ
ッチ７が開いて、フレックスケーブル１がＦＰＣコネクタ６中に挿入された状態の図３に
示される従来技術のＦＰＣコネクタ６の側面図を示す。図７は、ＦＰＣコネクタ６のラッ
チ７が閉じられて、フレックスケーブル１がＦＰＣコネクタ６中に挿入された状態の図３
および図５に示される従来技術のＦＰＣコネクタ６の側面図を示す。
【００２６】
　図４は、例示的なＦＰＣコネクタ１０の側面図を示す。図６は、ＦＰＣコネクタ１０の
ラッチ１１が開いて、フレックスケーブル１２がＦＰＣコネクタ１０を介して挿入された
状態の図４に示されるＦＰＣコネクタ１０の側面図を示す。図８は、ＦＰＣコネクタ１０
のラッチ１１が閉じられて、フレックスケーブル１２がＦＰＣコネクタ１０を介して挿入
された状態の図４および図６に示されるＦＰＣコネクタ１０の側面図を示す。
【００２７】
　図４、６および８に示されるように、ＦＰＣコネクタ１０は、本体１３を含む。本体１
３は、フレキシブルケーブル１２がチャネル１４に配置され得、ＦＰＣコネクタ１０の本
体１３を通して完全に引っ張られ得るように本体１３を通して延在するチャネル１４を含
む。ＦＰＣコネクタ１０はさらに、一度フレキシブルケーブル１２がＦＰＣコネクタ１０
を通して引っ張られると、チャネル１４の内部にフレキシブルケーブル１２を固定するよ
うに構成されるラッチ機構（例えば、ラッチ１１）を含む。
【００２８】
　いくつかの形態において、チャネル１４は、長方形の形状をした開口部であり、および
／またはラッチ機構は、フレキシブルケーブル１２を固定する回転部材を含み得る（例え
ば、図８参照）。さらに、ラッチ機構は、チャネル１４の内部に配置されたフレキシブル
ケーブル１２に圧縮力を加えるように構成され得る。現在知られている、または将来的に
見いだされる任意のタイプのラッチ機構が、ＦＰＣコネクタ１０に使用され得ることは、
留意されるべきである。
【００２９】
　図９は、１つのボード２２からのフレックスケーブル２１が第２ボード２４上のＦＰＣ
コネクタ２３中にちょうど挿入されている例示的な部分電子アセンブリ２０の側面図を示
す。図１０は、フレックスケーブル２１が第２ボード２４上のＦＰＣコネクタ２３を通し
て部分的に引っ張られている図９の例示的な部分電子アセンブリ２０の側面図を示す。図
１１は、フレックスケーブル２１が第２ボード２４上のＦＰＣコネクタ２３を通して十分
に引っ張られている図９および図１０の例示的な部分電子アセンブリ２０の側面図を示す
。
【００３０】
　第１ボード２２から延在するフレックスケーブル２１は、部分電子アセンブリ２０の製
造を容易にすべく、従来のフレックスケーブル２１と比べて比較的短くなり得る。部分電
子アセンブリ２０の製造は、フレックスケーブル２１が、ＦＰＣコネクタ２３の反対側か
ら、フレックスケーブル２１がＦＰＣコネクタ２３中に挿入される側に引っ張られること
が可能なので、容易になる。図１１は、部分電子アセンブリ２０が、第１ボード２２と第
２ボード２４との間で強い信号品位を維持することが可能となるように、第１ボード２２
と第２ボード２４上のＦＰＣコネクタ２３との間のフレックスケーブル２１の長さが最小
化される（例えば、図１１の寸法Ｙ参照）ことを示す。
【００３１】
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　図９－図１１に示されるように、部分電子アセンブリ２０は、第１ボード２２の内部に
フレキシブルケーブル２１を含む第１ボード２２を含む。部分電子アセンブリ２０はさら
に、ＦＰＣコネクタ２３を含む第２ボード２４を含む。ＦＰＣコネクタ２３は、フレキシ
ブルケーブル２１がチャネル２６に配置され得、ＦＰＣコネクタ２３の本体２５を通して
完全に引っ張られ得るように本体２５を通して延在するチャネル２６を有する本体２５を
含む。ＦＰＣコネクタ２３はさらに、一度フレキシブルケーブル２１が、第１ボード２２
と第２ボード２４とを引き寄せるべく、ＦＰＣコネクタ２３を通して引っ張られると、チ
ャネル２６の内部にフレキシブルケーブル２１を固定するラッチ機構２７を含む。
【００３２】
　いくつかの形態において、第１ボード２２は、Ｉ／Ｏボードであり得、および／または
第２ボード２４は、ＤＣＡ電子パッケージであり得る。さらに、チャネル２６は、長方形
の形状をした開口部であり得るが、チャネル２６の他の形状が考えられる。
【００３３】
　ラッチ機構２７は、フレキシブルケーブル２１を固定する回転部材を含み得る。ラッチ
機構２７は、ラッチ機構２７が、内部に配置されるフレキシブルケーブル２１を固定する
場合に、チャネル２６のフレキシブルケーブル２１に圧縮力を加え得る。現在知られてい
る、または将来的に見いだされる任意のタイプのラッチ機構２７が部分電子アセンブリ２
０に使用され得ることは、留意されるべきである。
【００３４】
　図１２は、１つのボード３３上の第１ＦＰＣコネクタ３２に取り付けられるフレックス
ケーブル３１が第２ボード３５上の第２ＦＰＣコネクタ３４中にちょうど挿入されている
別の例示的な部分電子アセンブリ３０の側面図を示す。図１３は、フレックスケーブル３
１が第２ボード３５上の第２ＦＰＣコネクタ３４を通して部分的に引っ張られた図１２の
例示的な部分電子アセンブリ３０の側面図を示す。図１４は、フレックスケーブル３１が
第２ボード３５上の第２ＦＰＣコネクタ３４を通して十分に引っ張られた図１２および図
１３の例示的な部分電子アセンブリ３０の側面図を示す。
【００３５】
　第１ボード３３上の第１ＦＰＣコネクタ３２から延在するフレックスケーブル３１は、
部分電子アセンブリ３０の製造を容易にすべく、従来のフレックスケーブル（例えば、２
５ｍｍより長い）と比較して相対的に短く（例えば、１０ｍｍ未満）なり得る。部分電子
アセンブリ３０の製造は、フレックスケーブル３１が、第２ＦＰＣコネクタ３４の反対側
からフレックスケーブル３１が第２ＦＰＣコネクタ３４中に挿入される側に引っ張られる
ことが可能なので、容易になる。図１４は、部分電子アセンブリ３０が、第１ボード３３
と第２ボード３５との間で強い信号品位を維持する機能を有するように、第１ボード３３
上の第１ＦＰＣコネクタ３２と第２ボード３５上の第２ＦＰＣコネクタ３４との間のフレ
ックスケーブル３１の長さが最小化される（例えば、図１４の寸法Ｙ参照）ことを示す。
【００３６】
　図１２－図１４に示されるように、部分電子アセンブリ３０は、第１ＦＰＣコネクタ３
２を含む第１ボード３３を含む。フレキシブルケーブル３１は、第１ＦＰＣコネクタ３２
の内部に固定される。
【００３７】
　部分電子アセンブリ３０はさらに、第２ＦＰＣコネクタ３４を含む第２ボード３５を含
む。第２ＦＰＣコネクタ３４は、フレキシブルケーブル３１がチャネル３７に配置され得
、第２ＦＰＣコネクタ３４の本体３５を通して完全に引っ張られ得るように本体３６を通
して延在するチャネル３７を有する本体３６を含む。第２ＦＰＣコネクタ３４はさらに、
一度フレキシブルケーブル３１が第２ＦＰＣコネクタ３４を通して引っ張られると、チャ
ネル３７の内部にフレキシブルケーブル３１を固定するラッチ機構３８を（上記に説明さ
れたように）含む。
【００３８】
　いくつかの形態において、第１ボード３３は、Ｉ／Ｏボードであり得、および／または
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第２ボード３５は、ＤＣＡ電子パッケージであり得る。さらに、チャネル３７は、長方形
の形状をした開口部であり得るが、チャネル３７の他の形状が考えられる。
【００３９】
　図１２－図１４に示される例示的な形態において、第１ボード３３は、第１ＦＰＣコネ
クタ３２が第１ボード３３の上面３９Ａに載置されるように上面３９Ａを含む。さらに、
第２ボード３５は、第２ＦＰＣコネクタ３４が第２ボード３５の上面３９Ｂ上に載置され
るように上面３９Ｂを含む。
【００４０】
　本明細書で説明される電子アセンブリ２０、３０が、添付図面に示されるＤＣＡパッケ
ージおよびＩ／Ｏボードに限定されないことは、留意されるべきである。とりわけ、ＦＰ
Ｃコネクタが、フレックスケーブルによるボード・ツー・ボード電気接続を形成するよう
に使用されている場合には、様々なコンピュータシステムアセンブリにおいて使用され得
る他の電子アセンブリが考えられる。
【００４１】
　本明細書で説明される電子アセンブリ２０、３０は、電気接続のためにより少ないフレ
ックスケーブルを使用することによりコンパクト設計を達成し得る。さらに、電気接続の
ためにより少ないフレックスケーブルを使用することにより、一方のボードから他方のボ
ードへの信号品位の改善を提供し得る。
【００４２】
　図１５は、例示的なコンピュータシステムアセンブリ４０を示す上面図である。コンピ
ュータシステムアセンブリ４０は、基板４１と、基板４１に載置された第１ボード４２と
を含む。フレキシブルケーブル４３は、第１ボード４２に固定される。
【００４３】
　コンピュータシステムアセンブリ４０はさらに、基板４１上に載置された第２ボード４
４を含む。第２ボード４４は、ＦＰＣコネクタ４５を含む。
【００４４】
　ＦＰＣコネクタ４５は、フレキシブルケーブル４３がチャネルに配置され得、ＦＰＣコ
ネクタ４５の本体４６を通して完全に引っ張られ得るように本体４６を通して延在するチ
ャネル（図１５において見えない）を有する本体４６を含む。ＦＰＣコネクタ４５はさら
に、一度フレキシブルケーブル４３がＦＰＣコネクタ４５を通して引っ張られると、チャ
ネル４７の内部にフレキシブルケーブル４１を固定するラッチ機構を（上記に説明される
ように、図１５に示されないが）含む。第１ボード４２および第２ボード４４は、第１ボ
ード４２および第２ボード４４の少なくとも１つが基板４１上に載置される前に、フレッ
クスケーブル４３がＦＰＣコネクタ４５を通して引っ張られるにつれて、より近接して共
に移動する。
【００４５】
　いくつかの形態において、第１ボード４２は、Ｉ／Ｏボードであり得、および／または
第２ボード４４は、ＤＣＡ電子パッケージであり得る（他のタイプのボードが、考えられ
る）。さらに、チャネルは、長方形の形状をした開口部であり得るが、チャネルの他の形
状が考えられる。
【００４６】
　コンピュータシステムアセンブリ４０はさらに、基板４１上に載置されるバッテリ４８
を含み得る。コンピュータシステムアセンブリ４０は、より短いフレックスケーブル４３
（例えば、図１５の寸法Ｙ参照）が使用され得、それにより所与のサイズの基板４１に対
してバッテリ４８のための余地を増大し得るので、追加の空間が基板４１上に得られるこ
とを可能にし得る。バッテリ４８のための余地を増加することにより、コンピュータシス
テムアセンブリ４０に対するバッテリサイズ／寿命の望ましい増加を可能にし得る。代替
的に、基板４１上の追加の空間は、基板４１上に追加のコンポーネントを適合させるため
に使用され得る。
【００４７】
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　図１６は、本明細書で説明するＦＰＣコネクタ、電子アセンブリおよび／またはコンピ
ュータシステムアセンブリのうちの少なくとも１つを組み込んだ電子装置１６００のブロ
ック図である。電子装置１６００は、本明細書で説明するＦＰＣコネクタ、電子アセンブ
リおよび／またはコンピュータシステムアセンブリの形態が用いられてよい電子装置の単
なる１つの例である。電子装置１６００の例としては、限定されるものではないが、パー
ソナルコンピュータ、タブレットコンピュータ、携帯電話、ゲームデバイス、ＭＰ３、ま
たは他のデジタルメディアプレーヤなどを含む。
【００４８】
　この例において、電子装置１６００は、電子装置１６００の様々なコンポーネントを連
結するシステムバス１６０２を含むデータプロセッシングシステムを備える。システムバ
ス１６０２は、電子装置１６００の様々なコンポーネント間に通信リンクを提供し、単一
バスとして、バスの組み合わせとして、または任意の他の適した方法で実装されてよい。
【００４９】
　本明細書で説明されるような電子装置１６００は、システムバス１６０２に連結されて
よい。電子装置１６００は、任意の回路、または複数の回路の組み合わせを含んでよい。
１つの実施形態において、電子装置１６００は、任意のタイプたり得るプロセッサ１６１
２を含む。本明細書で用いるように、「プロセッサ」は、限定されるものではないが、マ
イクロプロセッサ、マイクロコントローラ、複合命令セットコンピューティング（ＣＩＳ
Ｃ）マイクロプロセッサ、縮小命令セットコンピューティング（ＲＩＳＣ）マイクロプロ
セッサ、超長命令語（ＶＬＩＷ）マイクロプロセッサ、グラフィクスプロセッサ、デジタ
ルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、マルチコアプロセッサ、または任意の他のタイプのプ
ロセッサまたは処理回路などの、任意のタイプの計算回路を意味する。
【００５０】
　電子装置１６００に含まれ得る他のタイプの回路は、例えば、携帯電話、タブレットコ
ンピュータ、ラップトップコンピュータ、双方向無線機、および同様の電子システムのよ
うな、無線デバイスで用いるための１または複数の回路（通信回路１６１４のような）な
どの、カスタム回路、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）等である。ＩＣは、任意の他の
タイプの機能を実行可能である。
【００５１】
　電子装置１６００はまた、外部メモリ１６２０を含んでよい。次にこの外部メモリは、
ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）の形のメインメモリ１６２２、１または複数のハード
ドライブ１６２４、および／または、コンパクトディスク（ＣＤ）、フラッシュメモリカ
ード、デジタルビデオディスク（ＤＶＤ）、および同種のものなどの、取り外し可能な媒
体１６２６を処理する１または複数のドライブなどの、特定の用途に適した１または複数
のメモリ素子を含み得る。
【００５２】
　電子装置１６００はまた、ディスプレイデバイス１６１６、１または複数のスピーカ１
６１８、およびキーボードおよび／またはコントローラ１６３０を含み得、それは、マウ
ス、トラックボール、タッチパッド、音声認識デバイス、またはシステムのユーザが電子
装置１６００へ情報を入力して、電子装置１６００から情報を受信することを可能にする
任意の他のデバイスを含むことができる。
【００５３】
　本明細書で開示されるＦＰＣコネクタ、電子アセンブリおよび／またはコンピュータシ
ステムアセンブリをより良く示すべく、本明細書で非限定的な例のリストが提供される。
【００５４】
　例１は、チャネルを含む本体であって、チャネルは、フレキシブルケーブルがチャネル
に配置され得、ＦＰＣコネクタの本体を通して完全に引っ張られ得るように、本体を通し
て延在する、本体と、一度フレキシブルケーブルがＦＰＣコネクタを通して引っ張られる
と、チャネルの内部にフレキシブルケーブルを固定するように構成されるラッチ機構とを
有するＦＰＣコネクタを含む。
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【００５５】
　例２は、例１のＦＰＣコネクタを含み、チャネルは、長方形の形状をした開口部である
。
【００５６】
　例３は、例１から例２のいずれか一つのＦＰＣコネクタを含み、ラッチ機構は、フレキ
シブルケーブルを固定する回転部材を含む。
【００５７】
　例４は、例１から例３のいずれか一つのＦＰＣコネクタを含み、ラッチ機構は、チャネ
ルの内部に配置されるフレキシブルケーブルに圧縮力を加えるように構成される。
【００５８】
　例５は、第１ボードの内部にフレキシブルケーブルを含む第１ボードと、ＦＰＣコネク
タを含む第２ボードとを有する電子アセンブリを含む。ＦＰＣコネクタは、フレキシブル
ケーブルがチャネルに配置され得、ＦＰＣコネクタの本体を通して完全に引っ張られ得る
ように本体を通して延在するチャネルを有する本体を含む。ＦＰＣコネクタはさらに、一
度フレキシブルケーブルが、第１ボードと第２ボードとを引き寄せるべく、ＦＰＣコネク
タを通して引っ張られると、チャネルの内部にフレキシブルケーブルを固定するラッチ機
構を含む。
【００５９】
　例６は、例５の電子アセンブリを含み、第１ボードは、Ｉ／Ｏボードである。
【００６０】
　例７は、例５から例６のいずれか一つの電子アセンブリを含み、第２ボードは、ＤＣＡ
電子パッケージである。
【００６１】
　例８は、例５から例７のいずれか一つの電子アセンブリを含み、チャネルは、長方形の
形状をした開口部であり、ラッチ機構は、フレキシブルケーブルを固定する回転部材を含
む。
【００６２】
　例９は、例５から例８のいずれか一つの電子アセンブリを含み、ラッチ機構は、ラッチ
機構がチャネルの内部に配置されたフレキシブルケーブルを固定する場合にフレキシブル
ケーブルに圧縮力を加える。
【００６３】
　例１０は、例５から例９のいずれか一つの電子アセンブリを含み、第１ボードおよび第
２ボードは、フレキシブルケーブルがＦＰＣコネクタを通して引っ張られるにつれて、よ
り近接して共に移動する。
【００６４】
　例１１は、第１ＦＰＣコネクタを含む第１ボードと、第１ＦＰＣコネクタの内部に固定
されるフレキシブルケーブルとを有する電子アセンブリを含む。電子アセンブリはさらに
、第２ＦＰＣコネクタを有する第２ボードを含む。第２ＦＰＣコネクタは、フレキシブル
ケーブルがチャネルに配置され得、第２ＦＰＣコネクタの本体を通して完全に引っ張られ
得るように本体を通して延在するチャネルを有する本体を含む。第２ＦＰＣコネクタはさ
らに、一度フレキシブルケーブルが第２ＦＰＣコネクタを通して引っ張られると、チャネ
ルの内部にフレキシブルケーブルを固定するラッチ機構を含む。
【００６５】
　例１２は、例１１の電子アセンブリを含み、第１ボードは、Ｉ／Ｏボードである。
【００６６】
　例１３は、例１１から例１２のいずれか一つの電子アセンブリを含み、第２ボードは、
ＤＣＡ電子パッケージである。
【００６７】
　例１４は、例１１から例１３のいずれか一つの電子アセンブリを含み、チャネルは、長
方形の形状をした開口部であり、ラッチ機構は、フレキシブルケーブルを固定する回転部
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材を含む。
【００６８】
　例１５は、例１１から例１４のいずれか一つの電子アセンブリを含み、ラッチ機構は、
ラッチ機構がチャネルの内部に配置されるフレキシブルケーブルを固定する場合にフレキ
シブルケーブルに圧縮力を加える。
【００６９】
　例１６は、例１１から例１５のいずれか一つの電子アセンブリを含み、第１ボードおよ
び第２ボードは、フレックスケーブルがＦＰＣコネクタを通して引っ張られるにつれて、
より近接して共に移動する。
【００７０】
　例１７は、例１１から例１６のいずれか一つの電子アセンブリを含み、第１ボードは、
第１ＦＰＣコネクタが第１ボードの上面に載置されるように上面を含み、第２ボードは、
第２ＦＰＣコネクタが第２ボードの上面に載置されるように上面を含む。
【００７１】
　例１８は、基板と、基板に載置される第１ボードとを含むコンピュータシステムアセン
ブリである。コンピュータシステムアセンブリはさらに、第１ボードに固定されるフレキ
シブルケーブルと、基板上に載置される第２ボードとを含む。第２ボードは、ＦＰＣコネ
クタを含む。ＦＰＣコネクタは、フレキシブルケーブルがチャネルに配置され得、ＦＰＣ
コネクタの本体を通して完全に引っ張られ得るように本体を通して延在するチャネルを有
する本体を含む。ＦＰＣコネクタはさらに、一度フレキシブルケーブルがＦＰＣコネクタ
を通して引っ張られると、チャネルの内部にフレキシブルケーブルを固定するラッチ機構
を含む。第１ボードおよび第２ボードは、第１ボードおよび第２ボードの少なくとも１つ
が基板上に載置される前に、フレキシブルケーブルがＦＰＣコネクタを通して引っ張られ
るにつれて、より近接して共に移動する。
【００７２】
　例１９は、例１８のコンピュータシステムアセンブリを含み、第１ボードはＩ／Ｏボー
ドであり、第２ボードは、ＤＣＡ電子パッケージである。
【００７３】
　例２０は、例１８から例１９のいずれか一つのコンピュータシステムアセンブリを含み
、基板上に載置されるバッテリをさらに含む。
【００７４】
　この概要は、本主題の非限定的な実施例を提供するよう意図されている。排他的または
包括的な説明を提供する意図はない。詳細な説明は、方法に関するさらなる情報を提供す
べく含まれる。
【００７５】
　上記の詳細な説明は、詳細な説明の一部を形成する添付の図面に対する参照を含む。図
面は、例示として、本発明を実施可能な具体的実施形態を示す。これらの実施形態はまた
、本明細書において「例」と呼ばれる。そのような例は、示され、または説明されるもの
に加えて要素を含み得る。しかしながら、本発明者らはまた、示され、または説明される
それらの要素のみが提供される例をも意図する。さらに、本発明者はまた、本明細書にお
いて示され、または説明される、特定の例（または、その１または複数の態様）に関して
、または、他の例（または、それらの１または複数の態様）に関して、示され、または説
明されるそれらの要素の任意の組み合わせまたは置き換え（または、その１または複数の
態様）を用いる例を意図する。
【００７６】
　この文書では、「少なくとも１つ」または「１または複数」の任意の他の例または用法
と独立に、特許文書において一般的であるように、１または１より多くを含むために、用
語「ａ」または「ａｎ」が用いられる。この文書では、用語「または（ｏｒ）」が、非排
他を指すために用いられ、それにより、特に断らない限り、「ＡまたはＢ」は、「Ｂでは
なくＡ」、「ＡではなくＢ」、および「ＡおよびＢ」を含む。この文書では、用語「含む



(12) JP 2018-519618 A 2018.7.19

10

20

（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」および「ｉｎ　ｗｈｉｃｈ」が、それぞれの用語「備える（ｃ
ｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」および「ｗｈｅｒｅｉｎ」の平易な英語の同義語として用いられ
る。また、以下の特許請求の範囲では、用語「含む（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」および「備
える（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」は制限がない、すなわち、請求項内でそのような用語の
後に列挙されるそれらに加えて、要素を含むシステム、デバイス、物品、構成物、調合物
、またはプロセスは、まだ、その請求項の範囲内に含まれるものとみなされる。さらに、
以下の特許請求の範囲では、用語「第１」、「第２」、および「第３」などはラベルとし
て単に用いられ、それらの対象に数値的要件を課すことを意図するものではない。
【００７７】
　上記の説明は、例示することを意図されているのであって、限定するものではない。例
えば、上記の例（または、その１または複数の態様）は互いに組み合わせて用いられてよ
い。当業者などが上記の説明を検討して、他の実施形態を使用することが可能である。
【００７８】
　要約は３７Ｃ．Ｆ．Ｒ．１．７２（ｂ）に準拠して提供されて、読者は技術的開示の特
質を迅速に理解できるようになっている。要約は、それを特許請求の範囲の範囲または意
味を解釈または限定するためには用いないという理解のもとに提出される。
【００７９】
　また、上記の詳細な説明においては、本開示を合理化すべく、様々な特徴が共にグルー
プ化され得る。このことは、未請求の開示された特徴が、いずれの請求項にとっても不可
欠であることを意図すると解釈されるべきではない。むしろ、発明の主題は、特定の開示
された実施形態の全ての特徴よりも少ないところにあってよい。したがって、以下の特許
請求の範囲は、各々の請求項が別個の実施形態として独立して本明細書によって詳細な説
明に組み込まれており、そのような実施形態は、様々な組み合わせまたは置き換えにおい
て互いに組み合わされることが可能であると考えられる。本発明の範囲は、そのような特
許請求の範囲が権利を与えられる等価物の全範囲と共に、添付の特許請求の範囲を参照し
て決定されるべきである。
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